
お た り
広

　報

発行：小谷村役場Public relations magazine Otari village October 2022 No.554

令和3年度決算報告２

鼓 魂
～ジュニアコンクール長野県大会　三位入賞！～

12

[ おもな内容 ]

館報

～ ４

10
2022

下部写真「秋の雷鳥坂でのチングルマ」　　　　　　　　　     撮影：清　　空夢  さん（公募写真掲載）
上部写真「地蔵峠大網側長者平から望む塩の道峠周辺の山々」  撮影：山本　和夫  さん（公募写真掲載）



令
和
３
年
度

決
算
報
告

広報おたり　令和４年 10 月号（2）（3）　広報おたり　令和４年 10 月号

令
和
３
年
度

決
算
報
告

歳出合計

49億6,704万円

歳入合計

51億2,133万円

　
令
和
３
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と
に
、
ど
の

よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
地
方
税
の
徴
収
率
は
前
年
比
０
・
３
％
増

加
し
、
82
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
か
ら
３
４
０
万
円
の
減
額
と
な
り
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
合
わ
せ
て

２
２
億
３
，
０
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
特
別
定
額
給
付
金
事
業
補

助
金
等
の
収
入
が
減
少
し
た
た
め
、
５
億
６
，
９
７
１
万
円
（
53
・
５
％
）
減
の

４
億
９
，
６
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
額
は
、
昨
年
度
よ

り
１
，
６
４
３
万
円
（
５
・
２
％
）
増
の
３
億
３
，
１
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
３

億
４
，
６
３
７
万
円
（
45
・
２
％
）
減
の
４
億
１
，
９
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 ‥

 

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入

　
　
　
　
　
　
　
　 ‥

 

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥
 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
附
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒17.0万円 R4. 3. 31  現在人口
2,680人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字
比
率
、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③
実
質
公

債
費
比
率
、④
将
来
負
担
比
率
の
四

つ
の
財
政
指
標
が
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
前

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も

に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
令
和
３
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
４
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
～
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
資
金
不
足
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
目
的
別
に
分
析
し
ま
す
と
、
総
務
費
が
空
き
家
等

利
活
用
対
策
事
業
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
運
営
事
業
な
ど
に
よ
り
23
・
１
％（
１
１
億

４
，
９
６
８
万
円
）、
土
木
費
が
道
路
除
雪
事
業
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど
に
よ
り
17
・
３
％（
８
億
６
，
０
１

４
万
円
）、
公
債
費
が
12
・
４
％（
６
億
１
，
５
５
８
万
円
）、

農
林
水
産
業
費
が
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
交
付
金
な
ど
に
よ
り
10
・
９
％（
５
億
３
，
９
３

３
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、企
画
や
選
挙
、戸
籍
、

住
民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
、

特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど

の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ

く
り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
、
複
合
拠
点
施
設
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
、
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
観
光
対
策

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
の
建
設
、
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活

動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
等
復
旧
事
業
な
ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
令
和
３
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
及
び
事
故
繰
越

額
１
億
４
９
９
万
円
を
含
む
歳
入
総
額
５
１
億
２
，
１
３
３
万
円
、
歳
出
総
額
４
９
億
６
，
７

０
４
万
円
と
な
り
、
差
引
１
億
５
，
４
２
９
万
円
を
令
和
４
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
15
・
９
％
、
歳
出
で
は
16
・
０
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
各
種
事
業
や
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
の

減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村債の残高 ＝ 49億3,795万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 184.3万円

Ｒ４. 3. 31  現在人口
2,680人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 4億1,939万円 村税
4億5,769万円

繰入金
3億8,742万円

分担金・負担金
1,711万円

諸収入
1億420万円

繰越金
1億7,768万円

県支出金
1億9,594万円

国庫支出金
4億9,611万円

地方譲与税
2億2,155万円

地方交付税
22億3,053万円

 依存財源 

寄附金
3億3,431万円

その他（使用料、財産収入など）
7,940万円

 自主財源 

総務費
11億4,968万円

民生費
4億6,695万円

災害復旧費
1,421万円

教育費
3億6,575万円

消防費
1億1,500万円

土木費
8億6,014万円

商工費
4億8,114万円

農林水産業費
5億3,933万円

議会費 4,967万円公債費 6億1,558万円

衛生費
3億959万円

歳
出

歳
入
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来
負
担
比
率
の
四

つ
の
財
政
指
標
が
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
前

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も

に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
令
和
３
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
４
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
～
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
資
金
不
足
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
目
的
別
に
分
析
し
ま
す
と
、
総
務
費
が
空
き
家
等

利
活
用
対
策
事
業
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
運
営
事
業
な
ど
に
よ
り
23
・
１
％（
１
１
億

４
，
９
６
８
万
円
）、
土
木
費
が
道
路
除
雪
事
業
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど
に
よ
り
17
・
３
％（
８
億
６
，
０
１

４
万
円
）、
公
債
費
が
12
・
４
％（
６
億
１
，
５
５
８
万
円
）、

農
林
水
産
業
費
が
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
交
付
金
な
ど
に
よ
り
10
・
９
％（
５
億
３
，
９
３

３
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、企
画
や
選
挙
、戸
籍
、

住
民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
、

特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど

の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ

く
り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
、
複
合
拠
点
施
設
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
、
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
観
光
対
策

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
の
建
設
、
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活

動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
豪
雨
災
害
等
復
旧
事
業
な
ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
令
和
３
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
及
び
事
故
繰
越

額
１
億
４
９
９
万
円
を
含
む
歳
入
総
額
５
１
億
２
，
１
３
３
万
円
、
歳
出
総
額
４
９
億
６
，
７

０
４
万
円
と
な
り
、
差
引
１
億
５
，
４
２
９
万
円
を
令
和
４
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は
15
・
９
％
、
歳
出
で
は
16
・
０
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
各
種
事
業
や
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
の

減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村債の残高 ＝ 49億3,795万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 184.3万円

Ｒ４. 3. 31  現在人口
2,680人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 4億1,939万円 村税
4億5,769万円

繰入金
3億8,742万円

分担金・負担金
1,711万円

諸収入
1億420万円

繰越金
1億7,768万円

県支出金
1億9,594万円

国庫支出金
4億9,611万円

地方譲与税
2億2,155万円

地方交付税
22億3,053万円

 依存財源 

寄附金
3億3,431万円

その他（使用料、財産収入など）
7,940万円

 自主財源 

総務費
11億4,968万円

民生費
4億6,695万円

災害復旧費
1,421万円

教育費
3億6,575万円

消防費
1億1,500万円

土木費
8億6,014万円

商工費
4億8,114万円

農林水産業費
5億3,933万円

議会費 4,967万円公債費 6億1,558万円

衛生費
3億959万円

歳
出

歳
入



（5）　広報おたり　令和４年 10 月号 広報おたり　令和４年 10 月号（4）

　
９
月
５
日
、
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
エ

ア
ク
ー
ル
様
（
安
曇
野
市
穂
高
）
よ
り
、

小
谷
村
へ
自
社
製
品
の
遠
赤
外
線
ヒ
ー

タ
ー
20
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
山
宏
代
表
取
締
役
社
長
が
小
谷
村

役
場
を
訪
問
さ
れ
、
目
録
な
ど
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
西
山
社
長
は
、「
小
谷

村
に
は
自
社
工
場
が
あ
る
の
で
、
小
谷

村
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。
地
域
と
共
生
す
る
企
業
と
し
て

支
援
が
出
来
れ
ば
幸
い
。
災
害
時
の
避

デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル
様
よ
り
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー

20
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　「
所
得
税
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
」
な
ど
の
件
名
で
、
国
税
庁
か
ら
の

連
絡
を
装
っ
た
不
審
な
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
受
信
さ
れ
た
場
合
は
、
メ
ー
ル
を
開
封
せ
ず
に
削
除
す

る
な
ど
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
e
‐
T
a
x
か
ら
送
付
す
る
「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
メ
ー
ル
の
件
名

等
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ「『
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
』
メ
ー
ル
が
届
い

た
方
へ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
か
ら
の
連
絡
を
装
っ
た

不
審
な
メ
ー
ル
に
つ
い
て

難
場
所
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
主
力

商
品
の
一
つ
、
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
20

台
。
内
側
か
ら
し
っ
か
り
と
暖
め
る
こ

と
が
出
来
る
遠
赤
外
線
の
特
徴
を
生
か

し
て
、
必
要
な
場
所
の
集
中
的
な
暖
房

が
で
き
る
品
で
す
。

　
小
谷
村
で
は
、
栂
池
社
会
体
育
館
に

保
管
し
、
有
事
の
際
に
、
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

令和３年度　充当事業  （抜粋）

令和３年度ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

複合拠点施設整備・運営事業

　小谷村における地方創生の活動の核となる複合拠点施設は、小谷村第６次総合計画に掲げる「目標人
口と地域コミュニティの維持」を実現するために、住民の多世代交流や日常生活を支える活動の起点と
なるよう施設内に居住エリア、配食サービスエリア、デイサービスエリア、交流エリアを設け、官民協
働で村での暮らしを継続するための新たな仕組みや新たな経済循環などの役割を担っています。令和３
年８月より施設の運営を開始しており、必要となる経費について、ふるさと応援寄附金を充当しています。

豊かな村づくりに

関する事業 ／327件

1,155万8,000円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／3,432件

1億3,138万円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業

435件／ 1,638万6,000円

登山道、遊歩道及び

トイレ等の環境整備に

関する事業 ／1,896件

6,900万8,000円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,713件

7,229万9,000円

その他村長が推進する事業

749件／ 3,127万9,000円

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

〔注〕  いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

　　  使途未選択の寄附金は、その他村長が推進する事業に含めます。

事業費：1億 5,957万 6千円 （充当額 1億5,957万6千円）……

　
中
谷
西
の
沖
中
繁
松
さ
ん
、
栂
池
南
の

辻
秀
子
さ
ん
、
栂
池
南
の
橘
セ
ツ
子
さ
ん

の
３
名
が
今
年
度
中
に
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
９
月
20
日
村
長

が
ご
自
宅
等
に
訪
問
し
、
村
か
ら
の
表
彰

と
記
念
品
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
、
長

野
県
知
事
か
ら
の
表
彰
及
び
記
念
品
の
贈

呈
を
い
た
し
ま
し
た
。

　　
沖
中
さ
ん
は
、
北
小
谷
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

い
わ
か
が
み
に
入
所
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
と
の
生
活
が

楽
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
元
気
の
秘
訣

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
若
い
頃
か
ら
よ
く
飲

ん
だ
ア
ロ
エ
酒
や
養
命
酒
の
お
か
げ
か

な
ぁ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
辻
さ
ん
は
、
数
年
前
に
目
の
手
術
に
よ

り
大
変
目
が
良
く
な
り
、
通
っ
て
い
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
他
の
利
用
者
さ
ん
の

糸
通
し
ま
で
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ご
自
宅
か
ら
の
眺
望

も
す
ば
ら
し
く
、「
小
谷
村
が
大
好
き
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
橘
さ
ん
は
、
所
用
に
よ
り
同
日
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

後
日
改
め
て
贈
呈
を
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

百  

歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（8,552件）

3億 3,191万円

額　当　充容　内　な　主名　業　事

豊かな暮らしづくりに関する事業 地域高校対策事業、複合拠点施設運営事業、配食サー
ビス委託料、複合拠点施設整備事業 1億7,359万6千円

豊かな村づくりに関する事業 特産品等開発事業費補助金、地域づくり事業補助金、
緊急観光対策事業 5,779万9千円

全ての住民が安心して暮らせる
仕組みづくりに関する事業

複合拠点施設運営委託、総合型地域スポーツクラブ運
営補助金 3,190万円

子どもたちの自然体験活動に関
する事業

子ども自然体験教育プログラム事業、児童生徒スキー
シーズン券貸与事業、ジュニアスキー指導委託料 855万1千円

登山道・遊歩道及びトイレ等の
環境整備に関する事業

栂池自然園管理事業、国立公園管理事業、塩の道整備
事業、森林セラピー事業 2,680万円

21業事ムラグロプ育教験体然自もど子税納とさるふ版業企 7万7千円
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台
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に
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付
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方
へ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
か
ら
の
連
絡
を
装
っ
た

不
審
な
メ
ー
ル
に
つ
い
て

難
場
所
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
主
力

商
品
の
一
つ
、
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
20

台
。
内
側
か
ら
し
っ
か
り
と
暖
め
る
こ

と
が
出
来
る
遠
赤
外
線
の
特
徴
を
生
か

し
て
、
必
要
な
場
所
の
集
中
的
な
暖
房

が
で
き
る
品
で
す
。

　
小
谷
村
で
は
、
栂
池
社
会
体
育
館
に

保
管
し
、
有
事
の
際
に
、
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

令和３年度　充当事業  （抜粋）

令和３年度ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

複合拠点施設整備・運営事業

　小谷村における地方創生の活動の核となる複合拠点施設は、小谷村第６次総合計画に掲げる「目標人
口と地域コミュニティの維持」を実現するために、住民の多世代交流や日常生活を支える活動の起点と
なるよう施設内に居住エリア、配食サービスエリア、デイサービスエリア、交流エリアを設け、官民協
働で村での暮らしを継続するための新たな仕組みや新たな経済循環などの役割を担っています。令和３
年８月より施設の運営を開始しており、必要となる経費について、ふるさと応援寄附金を充当しています。

豊かな村づくりに

関する事業 ／327件

1,155万8,000円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／3,432件

1億3,138万円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業

435件／ 1,638万6,000円

登山道、遊歩道及び

トイレ等の環境整備に

関する事業 ／1,896件

6,900万8,000円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,713件

7,229万9,000円

その他村長が推進する事業

749件／ 3,127万9,000円

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

〔注〕  いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

　　  使途未選択の寄附金は、その他村長が推進する事業に含めます。

事業費：1億 5,957万 6千円 （充当額 1億5,957万6千円）……

　
中
谷
西
の
沖
中
繁
松
さ
ん
、
栂
池
南
の

辻
秀
子
さ
ん
、
栂
池
南
の
橘
セ
ツ
子
さ
ん

の
３
名
が
今
年
度
中
に
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
９
月
20
日
村
長

が
ご
自
宅
等
に
訪
問
し
、
村
か
ら
の
表
彰

と
記
念
品
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
、
長

野
県
知
事
か
ら
の
表
彰
及
び
記
念
品
の
贈

呈
を
い
た
し
ま
し
た
。

　　
沖
中
さ
ん
は
、
北
小
谷
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

い
わ
か
が
み
に
入
所
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
と
の
生
活
が

楽
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
元
気
の
秘
訣

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
若
い
頃
か
ら
よ
く
飲

ん
だ
ア
ロ
エ
酒
や
養
命
酒
の
お
か
げ
か

な
ぁ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
辻
さ
ん
は
、
数
年
前
に
目
の
手
術
に
よ

り
大
変
目
が
良
く
な
り
、
通
っ
て
い
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
他
の
利
用
者
さ
ん
の

糸
通
し
ま
で
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ご
自
宅
か
ら
の
眺
望

も
す
ば
ら
し
く
、「
小
谷
村
が
大
好
き
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
橘
さ
ん
は
、
所
用
に
よ
り
同
日
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

後
日
改
め
て
贈
呈
を
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

百  
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（8,552件）

3億 3,191万円

額　当　充容　内　な　主名　業　事

豊かな暮らしづくりに関する事業 地域高校対策事業、複合拠点施設運営事業、配食サー
ビス委託料、複合拠点施設整備事業 1億7,359万6千円

豊かな村づくりに関する事業 特産品等開発事業費補助金、地域づくり事業補助金、
緊急観光対策事業 5,779万9千円

全ての住民が安心して暮らせる
仕組みづくりに関する事業

複合拠点施設運営委託、総合型地域スポーツクラブ運
営補助金 3,190万円

子どもたちの自然体験活動に関
する事業

子ども自然体験教育プログラム事業、児童生徒スキー
シーズン券貸与事業、ジュニアスキー指導委託料 855万1千円

登山道・遊歩道及びトイレ等の
環境整備に関する事業

栂池自然園管理事業、国立公園管理事業、塩の道整備
事業、森林セラピー事業 2,680万円

21業事ムラグロプ育教験体然自もど子税納とさるふ版業企 7万7千円
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浄
化
槽
は
、
水
環
境
を
守
る
た
め
、
家
庭
や
お
店

な
ど
か
ら
出
る
し
尿
や
雑
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
水

路
や
川
な
ど
に
流
す
設
備
で
す
。
浄
化
槽
法
で
は
、

全
て
の
浄
化
槽
に
つ
い
て
法
定
検
査
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
管
理
が
「
不
適
切
」

と
の
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
、
年

１
回
の
法
定
検
査
を
必
ず
受
け
て
、
正
し
い
維
持
管

理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
合
併
浄
化
槽
の
新
規
設
置
に
つ
い
て
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
以
降
に
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令
和
４
年
11

月
末
ま
で
に
役
場
建
設
水
道
課
水
道
係
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
例
年
、
予
約
を
し
な
い
で
希
望
さ
れ
る

方
が
い
ま
す
が
、
予
算
等
の
関
係
か
ら
必
ず
事
前
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
増
え
て
お
り
、
中

で
も
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
農

林
係
は
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

罠
に
よ
る
捕
獲
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
含
め

た
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
す
る
た
め

に
は
大
量
に
餌
が
必
要
と
な
る

為
、
餌
代
に
多
く
の
経
費
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
、
ご
家
庭
で

食
べ
き
れ
ず
廃
棄
す
る
野
菜
や

果
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
捕
獲

用
檻
の
餌
と
し
て
使
用
し
た
い

た
め
、
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
回

収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　　

８
２
‐
２
５
８
８

講演会

自然環境と景観デザインについて

　　　　10 月 13 日（木）

　　　　18：30 ～ 19：30

　　　　白馬村ふれあいセンター２階

　　　　大ホール（白馬村北城７０２５）

　　　　篠原　修 氏

　　　　無料（事前申し込み不要）

■主催　（一社）HAKUBAVALLEYTOURISM

■お問い合わせ　　７１‐１８９８

お
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
水
道
係 

　　

８
２
‐
２
５
８
３

～景観を守り・育てるために我々は何をするべきか？～

篠原　 修  氏

工学博士、東京大学名誉教
授、東京大学工学部・政策
大学院大学で教授を歴任。
現在はＧＳデザイン会議代
表、エンジニア・アーキテ
クト協会会長を務める。
ＨＡＫＵＢＡＶＡＬＬＥＹ八景選定委員。

講演者紹介日　時

場　所

講演者
参加費

不
要
に
な
っ
た
野
菜

お
譲
り
く
だ
さ
い

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に

つ
い
て

浄
化
槽
法
定
検
査
受
検
の

お
願
い
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か
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出
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し
尿
や
雑
排
水
を
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に
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水
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や
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ど
に
流
す
設
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化
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は
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全
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の
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化
槽
に
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法
定
検
査
の
実
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が
義
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付
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近
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、
管
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が
「
不
適
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」

と
の
結
果
が
多
く
報
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ま
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適
正
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管
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な
い
場
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場
合
も
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
は
、
年

１
回
の
法
定
検
査
を
必
ず
受
け
て
、
正
し
い
維
持
管

理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
合
併
浄
化
槽
の
新
規
設
置
に
つ
い
て
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
以
降
に
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令
和
４
年
11

月
末
ま
で
に
役
場
建
設
水
道
課
水
道
係
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
例
年
、
予
約
を
し
な
い
で
希
望
さ
れ
る

方
が
い
ま
す
が
、
予
算
等
の
関
係
か
ら
必
ず
事
前
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
有
害
鳥
獣
に
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、
中
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も
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被
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野
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て

浄
化
槽
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定
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受
検
の

お
願
い
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※
接
種
開
始
時
期
等
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
約
の
際
に
直
接

医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

　
血
糖
と
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
の
こ
と
で
、
そ
の
量

を
「
血
糖
値
」
と
し
て
表
し
て
い

ま
す
。

　「
ブ
ド
ウ
糖
」
は
食
物
か
ら
得

た
糖
質
が
分
解
さ
れ
た
も
の
で
、

血
液
に
よ
っ
て
肝
臓
に
運
ば
れ
、

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
蓄
え
ら
れ

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な

れ
ば
再
び
「
ブ
ド
ウ
糖
」
に
姿
を

変
え
て
血
液
中
に
放
出
さ
れ
、

余
っ
た
「
ブ
ド
ウ
糖
」
は
中
性
脂

肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

　
血
中
に
放
出
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
糖

の
量
、
つ
ま
り
「
血
糖
値
」
は
、

す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス

リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
や
ほ
か
の

臓
器
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ

ン
拮
抗
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
一
定

に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
糖
と
は
血
糖
値
が
高
い
状

態
、
つ
ま
り
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
の
濃
度
、
血
中
濃
度
が
高
い
状

態
を
言
い
ま
す
。

　
血
糖
値
が
慢
性
的
に
高
い
状
態

が
持
続
す
る
の
が
糖
尿
病
で
す
。

　
血
糖
が
高
い
状
態
は
、
全
身
の

血
管
や
神
経
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
。
ま
ず
初
め
に
傷
む
の
は
、

細
い
血
管
（
毛
細
血
管
）
や
末
梢

の
神
経
で
す
。
手
足
の
神
経
が
傷

む
こ
と
で
、
し
び
れ
や
痛
み
な
ど

の
感
覚
・
運
動
障
害
が
生
じ
た
り
、

毛
細
血
管
が
集
中
し
て
い
る
目
の

網
膜
や
腎
臓
、
脳
の
機
能
を
損
な

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
空
腹
時
の
血
糖
値
と

ブ
ド
ウ
糖
液
を
飲
ん
だ
２
時
間
後

の
血
糖
値
等
か
ら
判
定
し
ま
す
。

　
図
中
の
正
常
値
の
エ
リ
ア
を
超

え
る
と
高
血
糖
状
態
に
該
当
し
、

糖
尿
病
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
20
歳
以
上
の
１

１
，
１
９
１
人
を
対
象
に
し
た
２

０
１
６
年
の「
糖
尿
病
実
態
調
査
」

を
も
と
に
算
出
す
る
と
、
糖
尿
病

が
強
く
疑
わ
れ
る
人
は
１
，
０
０

０
万
人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
否

定
で
き
な
い
人
は
１
，
０
０
０
万

人
で
、
合
計
す
る
と
２
，
０
０
０

万
人
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

　
糖
尿
病
は
初
期
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
放
っ
て
お
く
人
が

多
い
の
で
す
が
、
確
実
に
病
状
は

進
行
し
ま
す
の
で
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。

　
年
に
１
回
は
血
液
検
査
を
受
け

て
、
自
分
の
血
糖
値
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

ま
め
ま
め
知
識
№102№102

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
高
血
糖
」
に
つ
い
て
で
す
。

血
糖
と
は

高
血
糖
の
基
準

糖
尿
病
サ
イ
ト

https://w
w

w
.club-dm

.jp/

参
考
資
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高
血
糖
の
何
が
危
険
な
の
か

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
助
成
）
の
お
知
ら
せ

　
小
谷
村
で
は
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
、
高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
予
防
接
種
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く

く
し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的

で
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
（1）
ま

た
は
（2）
に
該
当
し
、
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方

(1)
　
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

（2)
　
接
種
日
現
在
60
～
64
歳
の
方

で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方

■
期
　
間

　
令
和
４
年
10
月
１
日（
土
）～

　
令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

■
費
　
用

　
１
，
２
０
０
円

　（
１
，
２
０
０
円
で
受
け
ら
れ

る
の
は
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

無
料

■
実
施
場
所

　
大
北
管
内
の
医
療
機
関
（
事
前

に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　
小
谷
村
で
は
、
子
育
て
世
帯
の

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
村
に
住
所
が
あ
る
生
後
満
６
ヶ

月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

■
期
　
間

　
令
和
４
年
10
月
１
日
（
土
）
～

　
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
費
　
用

　
個
人
負
担

　
一
人
１
回
１
，
０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
１
シ
ー
ズ
ン
２

回
接
種
、
中
学
生
は
１
シ
ー
ズ

ン
１
回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
学
生
以
下
は
２
回

目
の
接
種
ま
で
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
中
学
生
は
１
回

目
の
接
種
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
中
学
生
で
２
回
目
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
全

額
実
費
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
小
谷
村
と
白
馬
村
の
医
療
機
関

で
は
、１
回
の
接
種
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
を
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　
　
そ
の
他
地
域
の
医
療
機
関
で

接
種
し
た
場
合
は
、
一
旦
実
費

を
支
払
っ
て
か
ら
①
領
収
書
、

②
印
鑑
、③
通
帳
を
お
持
ち
の

上
、
役
場
健
康
推
進
係
窓
口
に

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

実
費
接
種
費
用
か
ら
１
人
１
回

１
，
０
０
０
円
を
除
い
た
額
を

口
座
振
り
込
み
に
て
給
付
し
ま

す
。

■
そ
の
他

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
任
意
で
す
。接
種
に
つ
い
て
は
、

各
ご
家
庭
で
の
ご
判
断
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
接
種
開
始
時
期
等
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際
に
直

接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

第
１
回 

移
動
村
長
室
を
開
催
し
ま
す

■
開
催
日
時
　
10
月
18
日
（
火
）　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
場
　
所
　
複
合
拠
点
施
設
お
た
り
つ
ぐ
ら

■
日
　
程

① 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
出
張
相
談
」 

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

② 

「
介
護
予
防
体
操
」

　
　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

③ 

「
ゴ
ミ
減
量
・
分
別
学
習
会
」

　  

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

④ 

「
み
ん
な
の
思
い
を
話
そ
う
会
（
昼
の
部
）」 

　
　
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
テ
ー
マ
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
集
落
の
こ
と
、
地
域
づ
く
り

の
こ
と
、
小
谷
村
の
こ
れ
か
ら
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ア

イ
デ
ア
な
ど
何
で
も
自
由
に
村
長
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
（
電
子
図
書
館
）
体
験
」

　  

午
後
１
時
30
分
～
３
時

⑥ 

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」

　  

午
後
３
時
～
４
時
30
分

⑦ 

「
み
ん
な
の
思
い
を
話
そ
う
会
（
夜
の
部
）」

　  

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
時
間
も
、
村
長
が
お
た
り
つ
ぐ
ら
に
滞
在
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か
ら
、
ご
参
加
の
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

小
谷
村
子
育
て
支
援
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
助
成
）
の
お
知
ら
せ

■
支
払
予
定
日

　
10
月
11
日
（
火
）

■
内
訳

　
令
和
４
年
６
月
分
～

　
令
和
４
年
９
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。通
帳
に
は「
小

谷
村
児
童
手
当
」と
印
字
さ
れ
、

合
計
金
額
で
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　　

８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て

空
腹
時
血
糖
値

ブドウ糖負荷後２時間後
140 200

110

(mg/dL)

126

(mg/dL)

正常型

境界型

糖尿病型

主な医療機関の連絡先

小谷村診療所 ☎82-2044 しんたにクリニック ☎75-4177

神城醫院 ☎75-7050 横沢医院 ☎72-2008

栗田医院 ☎72-2428 市立大町総合病院 ☎22-0415

白馬診療所 ☎75-4123 北アルプス医療センター
あづみ病院 ☎62-3166



（9）　広報おたり　令和４年 10 月号 広報おたり　令和４年 10 月号（8）
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接
種
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時
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等
は
医
療
機
関

に
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て
異
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る
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が
あ
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ま
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の
で
、
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に
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医
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関
へ
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せ
く
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血
糖
と
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
の
こ
と
で
、
そ
の
量

を
「
血
糖
値
」
と
し
て
表
し
て
い

ま
す
。

　「
ブ
ド
ウ
糖
」
は
食
物
か
ら
得

た
糖
質
が
分
解
さ
れ
た
も
の
で
、

血
液
に
よ
っ
て
肝
臓
に
運
ば
れ
、

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
蓄
え
ら
れ

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な

れ
ば
再
び
「
ブ
ド
ウ
糖
」
に
姿
を

変
え
て
血
液
中
に
放
出
さ
れ
、

余
っ
た
「
ブ
ド
ウ
糖
」
は
中
性
脂

肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

　
血
中
に
放
出
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
糖

の
量
、
つ
ま
り
「
血
糖
値
」
は
、

す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス

リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
や
ほ
か
の

臓
器
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ

ン
拮
抗
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
一
定

に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
糖
と
は
血
糖
値
が
高
い
状

態
、
つ
ま
り
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
の
濃
度
、
血
中
濃
度
が
高
い
状

態
を
言
い
ま
す
。

　
血
糖
値
が
慢
性
的
に
高
い
状
態

が
持
続
す
る
の
が
糖
尿
病
で
す
。

　
血
糖
が
高
い
状
態
は
、
全
身
の

血
管
や
神
経
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

ま
す
。
ま
ず
初
め
に
傷
む
の
は
、

細
い
血
管
（
毛
細
血
管
）
や
末
梢

の
神
経
で
す
。
手
足
の
神
経
が
傷

む
こ
と
で
、
し
び
れ
や
痛
み
な
ど

の
感
覚
・
運
動
障
害
が
生
じ
た
り
、

毛
細
血
管
が
集
中
し
て
い
る
目
の

網
膜
や
腎
臓
、
脳
の
機
能
を
損
な

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
空
腹
時
の
血
糖
値
と

ブ
ド
ウ
糖
液
を
飲
ん
だ
２
時
間
後

の
血
糖
値
等
か
ら
判
定
し
ま
す
。

　
図
中
の
正
常
値
の
エ
リ
ア
を
超

え
る
と
高
血
糖
状
態
に
該
当
し
、

糖
尿
病
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
20
歳
以
上
の
１

１
，
１
９
１
人
を
対
象
に
し
た
２

０
１
６
年
の「
糖
尿
病
実
態
調
査
」

を
も
と
に
算
出
す
る
と
、
糖
尿
病

が
強
く
疑
わ
れ
る
人
は
１
，
０
０

０
万
人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
否

定
で
き
な
い
人
は
１
，
０
０
０
万

人
で
、
合
計
す
る
と
２
，
０
０
０

万
人
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

　
糖
尿
病
は
初
期
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
放
っ
て
お
く
人
が

多
い
の
で
す
が
、
確
実
に
病
状
は

進
行
し
ま
す
の
で
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。

　
年
に
１
回
は
血
液
検
査
を
受
け

て
、
自
分
の
血
糖
値
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

■
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合
わ
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福
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、
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で
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ま
す
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■
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象
者

　
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
（1）
ま

た
は
（2）
に
該
当
し
、
予
防
接
種
を

希
望
す
る
方

(1)
　
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

（2)
　
接
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日
現
在
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～
64
歳
の
方

で
心
臓
・
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・
呼
吸
器
・
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ト
免
疫
不
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ウ
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に
よ
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に
よ
り
身
体
障

害
者
手
帳
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級
相
当
の
方

■
期
　
間

　
令
和
４
年
10
月
１
日（
土
）～

　
令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

■
費
　
用

　
１
，
２
０
０
円

　（
１
，
２
０
０
円
で
受
け
ら
れ

る
の
は
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

無
料

■
実
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所

　
大
北
管
内
の
医
療
機
関
（
事
前

に
電
話
で
確
認
し
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く
だ
さ
い
）

　
小
谷
村
で
は
、
子
育
て
世
帯
の

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

■
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象
者

　
村
に
住
所
が
あ
る
生
後
満
６
ヶ

月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
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■
期
　
間

　
令
和
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年
10
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１
日
（
土
）
～

　
令
和
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31
日
（
金
）

■
費
　
用
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人
負
担

　
一
人
１
回
１
，
０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
１
シ
ー
ズ
ン
２

回
接
種
、
中
学
生
は
１
シ
ー
ズ

ン
１
回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
学
生
以
下
は
２
回

目
の
接
種
ま
で
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
中
学
生
は
１
回

目
の
接
種
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
中
学
生
で
２
回
目
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
全

額
実
費
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
小
谷
村
と
白
馬
村
の
医
療
機
関

で
は
、１
回
の
接
種
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
を
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　
　
そ
の
他
地
域
の
医
療
機
関
で

接
種
し
た
場
合
は
、
一
旦
実
費

を
支
払
っ
て
か
ら
①
領
収
書
、

②
印
鑑
、③
通
帳
を
お
持
ち
の

上
、
役
場
健
康
推
進
係
窓
口
に

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

実
費
接
種
費
用
か
ら
１
人
１
回

１
，
０
０
０
円
を
除
い
た
額
を

口
座
振
り
込
み
に
て
給
付
し
ま

す
。

■
そ
の
他

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
任
意
で
す
。接
種
に
つ
い
て
は
、

各
ご
家
庭
で
の
ご
判
断
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
接
種
開
始
時
期
等
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際
に
直

接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

第
１
回 

移
動
村
長
室
を
開
催
し
ま
す

■
開
催
日
時
　
10
月
18
日
（
火
）　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
場
　
所
　
複
合
拠
点
施
設
お
た
り
つ
ぐ
ら

■
日
　
程

① 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
出
張
相
談
」 

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

② 

「
介
護
予
防
体
操
」

　
　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

③ 

「
ゴ
ミ
減
量
・
分
別
学
習
会
」

　  

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

④ 

「
み
ん
な
の
思
い
を
話
そ
う
会
（
昼
の
部
）」 

　
　
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
テ
ー
マ
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
集
落
の
こ
と
、
地
域
づ
く
り

の
こ
と
、
小
谷
村
の
こ
れ
か
ら
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ア

イ
デ
ア
な
ど
何
で
も
自
由
に
村
長
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
（
電
子
図
書
館
）
体
験
」

　  

午
後
１
時
30
分
～
３
時

⑥ 

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」

　  

午
後
３
時
～
４
時
30
分

⑦ 

「
み
ん
な
の
思
い
を
話
そ
う
会
（
夜
の
部
）」

　  

午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
時
間
も
、
村
長
が
お
た
り
つ
ぐ
ら
に
滞
在
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か
ら
、
ご
参
加
の
際
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

小
谷
村
子
育
て
支
援
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
助
成
）
の
お
知
ら
せ

■
支
払
予
定
日

　
10
月
11
日
（
火
）

■
内
訳

　
令
和
４
年
６
月
分
～

　
令
和
４
年
９
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。通
帳
に
は「
小

谷
村
児
童
手
当
」と
印
字
さ
れ
、

合
計
金
額
で
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　　

８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て

空
腹
時
血
糖
値

ブドウ糖負荷後２時間後
140 200

110

(mg/dL)

126

(mg/dL)

正常型

境界型

糖尿病型

主な医療機関の連絡先

小谷村診療所 ☎82-2044 しんたにクリニック ☎75-4177

神城醫院 ☎75-7050 横沢医院 ☎72-2008

栗田医院 ☎72-2428 市立大町総合病院 ☎22-0415

白馬診療所 ☎75-4123 北アルプス医療センター
あづみ病院 ☎62-3166
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ａ
Ｃ
Ｐ 

（
人
生
会
議
） 

」
に
つ
い
て

　「
人
生
会
議
」
あ
る
い
は
「
Ａ

Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
人
生
会
議
」
と
は
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（Advance Care Planning

）
の

愛
称
で
す
。
あ
な
た
の
望
み
や
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
、
ど
の
よ
う

な
医
療
や
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か

に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
、
ま
た
あ

な
た
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
繰
り

返
し
話
し
合
う
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　「
今
か
ら
終
末
期
の
こ
と
を
考

え
る
な
ん
て
縁
起
で
も
な
い
！
」

と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
誰
で
も
い
つ
で

も
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
ケ

ガ
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
70
％
の
方
が
医
療
や
ケ
ア

な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
望
み
を

人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
を
中
心
に
家
族
や
ケ
ア
を
す

る
側
が
、「
本
人
の
望
ん
で
い
る

こ
と
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
」

を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
希
望
す

る
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、も
っ

と
普
段
か
ら
家
族
や
大
切
に
思
っ

て
い
る
人
た
ち
と
の
間
で
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
や
最
期
を
ど
う
迎
え

る
か
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル

と
し
て
小
谷
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
「
え
ん
で
く
」
が
あ
り
ま

す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　　
　
　
　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５

A
C
P
の
手
引
き
「
人
生
会
議
を
開

き
ま
し
ょ
う
」
長
野
県
在
宅
医
療
推

進
連
絡
協
議
会

参
考
文
献

　
隔
月
で
行
わ
れ
て
い
る
学

び
の
場
「
地
域
ケ
ア
会
議
」

に
お
い
て
、
８
月
は
大
町
総

合
病
院
関
口
健
二
先
生
か
ら

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
人
や
家

族
、
医
療
介
護
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
多
職
種
で
進

め
る
際
、
本
人
の
「
も
の
が

た
り
」
に
興
味
関
心
を
持
っ

て
参
加
す
る
こ
と
、
意
向
を

知
る
た
め
に
は
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
ま
た
意
向
は
変
わ
っ
て

い
く
た
め
繰
り
返
し
話
し
合

う
過
程
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和４年８月届出分）

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

中村　儀一 72 歳 島・塩坂 安子
吉澤　　忠 87 歳 平間 秀子

宮澤　　男 101 歳 五区 謙

次
回
の
開
会
予
定

　
10
月
20
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
10
月
25
日
（
火
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
11
月
10

日
（
木
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 10

　
月

今
月
の
納
税

税  

目

期  

別

納
期
限

村
・
県
民
税

３
期

10
月
31
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

５
期

10
月
31
日（
月
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
期

10
月
31
日（
月
）

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

奉納 友幸・香織山崎　亜須華
やまざき あ　す　か

白馬ライオンズクラブ様より
マスクを寄附していただきました

大
北
地
域
士
業
合
同
相
談
会
に
つ
い
て

　
士
業
（
税
理
士
、行
政
書
士
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、

社
会
保
険
労
務
士
）に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
一
部
士

業
の
相
談
お
よ
び
相
談
会
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日

　時
　
令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）　
午
後
１
時
～
４
時

■
場

　所
　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階
会
議
室

■
相
談
内
容
　
税
金
、各
種
許
可
申
請
、各
種
登
記
、相
続
贈
与
、

　
　
　
　
　
　
土
地
測
量
、
労
務
関
係
、
年
金
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
理
士
会
大
町
支
部
支
部
長
　
川
上
雅
嗣

　　

０
２
６
１
‐
６
２
‐
３
４
１
３

インボイス制度説明会のご案内
～消費税の基本的な仕組みから知りたい方向け～

　消費税の基本的な仕組みから知りたい方向けに、インボイス制度に関する説明会を開催します。
　インボイス発行事業者の登録をすべきか検討されている場合は、こちらの説明会をお勧めしておりま
すので、ぜひご参加ください。

【説明会の主な内容】
　・消費税の基本的な仕組み　 ・インボイス制度の概要と登録申請相談会
【説明会の日程】

●新型コロナウイルス感染症等の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合がございますので、あ
らかじめご了承ください。

●税務署の代表電話にお問い合わせいただく際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声
案内にしたがって、「２」を選択してください。

●駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用など車での来場はご遠慮ください。

インボイス制度に関する一般的なご相談は、軽減・
インボイスコールセンターで受け付けております。

【専用ダイヤル】0120 - 205 - 553（無料）
【受 付 時 間】午前 9 時～午後５時（土日祝除く）

インボイス制度に関する情報
は、国税庁ホームページの「イ
ンボイス制度特設サイト」を
ご覧ください。 特設サイトへ

参加無料
事前予約制／先着順

　令和４年９月28日、白馬ライオンズクラブ
様からマスクを寄附していただきました。感染
予防対策など有効に活用させていただきます。

大町税務署

開 催 日 時 開 催 場 所 定　　員 お問い合わせ先

令和４年11月９日
午前10時～12時

大町税務署  会議室

15名（申込期限：11月８日） ◆大町税務署
　個人課税部門
　☎0261-22-0674
　（ダイヤルイン）

◆法人課税部門
　☎0261-22-0892
　（ダイヤルイン）

令和４年11月９日
午後１時30分～３時30分

15名（申込期限：11月８日）

令和４年12月14日
午前10時～12時

15名（申込期限：12月13日）

令和４年12月14日
午後１時30分～３時30分

15名（申込期限：12月13日）
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
」
に
つ
い
て

　「
人
生
会
議
」
あ
る
い
は
「
Ａ

Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
人
生
会
議
」
と
は
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（Advance Care Planning

）
の

愛
称
で
す
。
あ
な
た
の
望
み
や
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
、
ど
の
よ
う

な
医
療
や
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か

に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
、
ま
た
あ

な
た
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
繰
り

返
し
話
し
合
う
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　「
今
か
ら
終
末
期
の
こ
と
を
考

え
る
な
ん
て
縁
起
で
も
な
い
！
」

と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
誰
で
も
い
つ
で

も
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
ケ

ガ
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
70
％
の
方
が
医
療
や
ケ
ア

な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
望
み
を

人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
を
中
心
に
家
族
や
ケ
ア
を
す

る
側
が
、「
本
人
の
望
ん
で
い
る

こ
と
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
」

を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
希
望
す

る
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、も
っ

と
普
段
か
ら
家
族
や
大
切
に
思
っ

て
い
る
人
た
ち
と
の
間
で
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
や
最
期
を
ど
う
迎
え

る
か
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル

と
し
て
小
谷
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
「
え
ん
で
く
」
が
あ
り
ま

す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

８
２
‐
３
１
３
５

A
C
P
の
手
引
き
「
人
生
会
議
を
開

き
ま
し
ょ
う
」
長
野
県
在
宅
医
療
推

進
連
絡
協
議
会

参
考
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隔
月
で
行
わ
れ
て
い
る
学

び
の
場
「
地
域
ケ
ア
会
議
」

に
お
い
て
、
８
月
は
大
町
総

合
病
院
関
口
健
二
先
生
か
ら

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
人
や
家

族
、
医
療
介
護
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
多
職
種
で
進

め
る
際
、
本
人
の
「
も
の
が

た
り
」
に
興
味
関
心
を
持
っ

て
参
加
す
る
こ
と
、
意
向
を

知
る
た
め
に
は
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
ま
た
意
向
は
変
わ
っ
て

い
く
た
め
繰
り
返
し
話
し
合

う
過
程
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

次
回
の
開
会
予
定

　
10
月
20
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）
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口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
10
月
25
日
（
火
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
11
月
10

日
（
木
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 10

月

今
月
の
納
税

税

目

期

別

納
期
限

村
・
県
民
税

３
期

10
月
31
日（
月
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
４
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税

目

期

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

５
期

10
月
31
日（
月
）

税

目

期

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
期

10
月
31
日（
月
）

白馬ライオンズクラブ様より
マスクを寄附していただきました

大
北
地
域
士
業
合
同
相
談
会
に
つ
い
て

士
業
（
税
理
士
、行
政
書
士
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、

社
会
保
険
労
務
士
）に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
一
部
士

業
の
相
談
お
よ
び
相
談
会
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日

時

令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場

所

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室

■
相
談
内
容

税
金
、各
種
許
可
申
請
、各
種
登
記
、相
続
贈
与
、

土
地
測
量
、
労
務
関
係
、
年
金
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

税
理
士
会
大
町
支
部
支
部
長

川
上
雅
嗣
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２
６
１
‐
６
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‐
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インボイス制度説明会のご案内
～消費税の基本的な仕組みから知りたい方向け～

　消費税の基本的な仕組みから知りたい方向けに、インボイス制度に関する説明会を開催します。
インボイス発行事業者の登録をすべきか検討されている場合は、こちらの説明会をお勧めしておりま

すので、ぜひご参加ください。

【説明会の主な内容】
　・消費税の基本的な仕組み　 ・インボイス制度の概要と登録申請相談会
【説明会の日程】

●新型コロナウイルス感染症等の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合がございますので、あ
らかじめご了承ください。

●税務署の代表電話にお問い合わせいただく際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声
案内にしたがって、「２」を選択してください。

●駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用など車での来場はご遠慮ください。

インボイス制度に関する一般的なご相談は、軽減・
インボイスコールセンターで受け付けております。

【専用ダイヤル】0120 - 205 - 553（無料）
【受 付 時 間】午前 9 時～午後５時（土日祝除く）

インボイス制度に関する情報
は、国税庁ホームページの「イ
ンボイス制度特設サイト」を
ご覧ください。 特設サイトへ

参加無料
事前予約制／先着順

令和４年９月28日、白馬ライオンズクラブ
様からマスクを寄附していただきました。感染
予防対策など有効に活用させていただきます。

大町税務署

開 催 日 時 開 催 場 所 定　　員 お問い合わせ先

令和４年11月９日
午前10時～12時

大町税務署  会議室

15名（申込期限：11月８日） ◆大町税務署
　個人課税部門

☎0261-22-0674
（ダイヤルイン）

◆法人課税部門
☎0261-22-0892
（ダイヤルイン）

令和４年11月９日
午後１時30分～３時30分

15名（申込期限：11月８日）

令和４年12月14日
午前10時～12時

15名（申込期限：12月13日）

令和４年12月14日
午後１時30分～３時30分

15名（申込期限：12月13日）


